
 

 

等級 比率(%)

1等 13.7

2等 16.8

3等 55.5

規格外 31.1

2025年産米検査成績

検査数量1,526袋

10/17現在

 

 

 

 

 

 

 

 

 2025年は、梅雨明けは例年よりやや早めで、

強い日射と高温が続き、分げつ数が増加するな

ど、生育は促進され、収穫量も増加傾向となり

ました。京都市における 7 月・8 月の平均気温

が 30 度近くになるなど、昨年を上回る異常な

暑さとなりました。 

 懸念されていた背白・腹白といった高温障害

特有の白未熟粒が散見されました。 

 早生品種の「コシヒカリ」「キヌヒカリ」だけ

でなく、晩生品種の「ヒノヒカリ」においても

高温障害が発生しており、規格外に格付けされた

ものも多くあります。 

 高温下では、特に夜温が高いと水稲体の消耗が

大きく、蓄積されるでんぷんが少なくなります。 

 そのため、米粒のでんぷんの蓄積が不十分とな

った部分が白く濁って見える白未熟粒が発生し

ます。 

 10月 17日現在の農産物検査の結果は、右表

の通りです。 
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ＴＡＣ information  

JA 京都中央では、京の伝統野菜の復興や地域特産物の技術伝承

などを目的に全農本部の提案より「畑菜」を「京はたけ菜」として、

２０１６年から生産拡大に向け活動を行ってきました。 

「京はたけ菜」は、2025 年３月にブランド品目として追加され、

そして９月には当JA管内が、ブランド産地として認証されました。 

１０月は、いよいよブランド出荷を目指して、管内で作付けが開

始されました!!! 



 

 

力強い挨拶をされた冨阪裕一組合長 


